
 

北海道古代集落遺跡群保存活用協議会設置要綱 

 

令和 4年 3月 30日制定 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、北海道各地に残る古代集落遺跡とこれに関連する文化財を一連のものとして保

存し、その価値を包括的に活用するための協議・連絡の組織の設置に関し、必要な事項を定める。 

 

（名称・定義） 

第２条 第１条の組織の名称を「北海道古代集落遺跡群保存活用協議会」（以下、「協議会」と言う。）

とする。 

２ この要綱において古代集落遺跡とは、隣接地域に国家が形成された時期に、その国家の域外に残

された居住や埋葬の跡であって、北海道に特有の歴史の歩みを示しているもののことを言う。 

 

（協議内容） 

第３条 協議会は、次の事項を協議・連絡の対象とする。 

（１）古代集落遺跡群の保存に関する事項 

（２）古代集落遺跡群の活用に関する事項 

（３）協議会の組織や運営に関する事項 

 

（組織） 

第４条 協議会は、第１条の趣旨に賛同した地方公共団体その他の法人によって構成する。 

２ 協議会に、協議・合意のための機関として代表者会議を置き、各構成法人は、自らの組織から代表

者会議に出席する代表者１名を選出する。代表者の任期は１年とするが、再任を妨げない。 

３ 構成法人の新規加入には代表者会議の合意を要する。 

４ 協議会構成法人は、代表者会議における合意を尊重して法人固有の業務を行う。 

 

（代表者会議） 

第５条 前条２項の代表者会議は、年１回の定例会議を行い、代表者の互選により議長を選出する。議

長の任期は１年とするが、再任を妨げない。 

２ 議長は代表者会議を司会する。また、臨時代表者会議を招集することができる。 

３ 代表者は、次のことを議長に提案することができる。 

（１）臨時代表者会議の開催 

（２）代表者会議における協議・連絡事項（新規構成法人の加入を含む） 

（３）第３条の事項に関係を有する者の代表者会議への出席 

４ 代表者会議における合意は、代表者全員の一致による。会議を欠席した代表者の意思は会議後に

確認し、賛同を確かめたうえで合意として取り扱う。 

 

（専門家委員会） 

第６条 第３条に関する専門的な事項について調査検討するため、協議会に専門家委員会を置く。 

２ 専門家委員会の組織・運営等のため必要な事項は代表者会議の合意により定める。 

 

（事務局） 

第７条 協議会の事務は、北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課において処理する。 


